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図 1　実験参加者それぞれの 1回目から 2回目の測定における V
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O2maxの増減の程度と baPWVの増減の程度は相応に一致しており（A），1回目から 2回目の測定で V
4
O2maxが増加すると
baPWVが減少するという関係が認められている。
